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１．はじめに
2009年本学は JICA青年研修事業として，マレーシア
の医療従事者12名を受け入れ，桑園キャンパスにて研修
を実施するという貴重な機会を得た．JICAの青年研修
事業は，「わが国が開発途上国を対象に実施する技術協力
の一環として，国際協力機構（JICA）がこれら諸国の未
来の国づくりを担う青年層を対象に，日本における専門
分野の経験，技術を理解する基礎的な研修を実施するこ
とにより，これら諸国の国づくりを担う若手人材の課題
解決への取り組みに資する知識，意識を向上させること
を目的とする事業」である??．
新設大学である本学では，海外研修員の研修受託は初
めてであり，ノウハウの蓄積のない状態であったが，大
学内外の関係者の協力により実施することができた．
今回の研修受託事業は，本学教職員や学生たちに新た
な気づきをもたらした．本稿では研修の詳細や成果を報
告し，今後の本学の国際交流の継続的な発展に寄与する
ことを目的とする．
２．準備段階
１）受け入れ決定まで
JICAの青年研修事業では，「青年研修」という名前の
通り，35歳以下の専門分野に従事している青年を対象と
する．研修期間は18日間であり，その内訳は来日プログ
ラム３日間，分野別プログラム13日間及び帰国プログラ
ム２日間である．この13日間の分野別プログラムを，本
学で引き受けた．JICAから提示された研修目的は，「日
本の感染症管理を行政施策，実践から理解する」とあり，
対象者はマレーシア人，想定される職種は，看護管理者・
看護教育者・看護実践者などの医療従事者および医療行
政官等である．研修内容は，「講義および関係機関の視
察・見学，実習など」と，必要に応じて「関係者との意
見交換などを目的とするワークショップ」である．
本学の理念は，「人間重視を根幹とした人材の育成」「地
域社会への積極的な貢献」であり，JICAの人材育成に協
力し世界へ貢献することは，大学の持つ使命の一つであ
ると考えることができる．そのため今回の研修受託は，
当初より積極的に検討された．
2009年４月，看護学部内で準備委員を募集した．これ
により，自薦他薦の委員５名（教員）と海外での活動の
経験のある学生１名，事務局を含めた準備委員会が発足
した．研修時期は，本学の学事暦，マレーシアの祝祭日，
マレーシアと札幌の気候の差などを勘案し，10月28日
からの日程とし企画書を整えた．研修実施言語は，マレ
イ語という選択肢もあったが，通訳の手配など現実的な
状況を勘案し英語と決まった．
２）受け入れ決定以降
⑴ プログラム確定に向けての作業
企画書の審査の後，５月１日に JICAによる研修受託
団体としての決定が通知された．研修実施に向けて，
JICA―大学間で交された事務手続の流れを表１に示す．
研修の目的は，対象者が看護師など実務者であること
から，①日本/北海道/札幌の感染症対策の現状と課題を
知る，②日本の感染症対策における地方政府の役割を知
る，③感染症対策に関する看護師養成教育の実際につい
て知る，とした．JICAの指導を得ながら，募集要項（GI，
General Information）を作成した．これにより，マレー
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表1 研修実施に向けて，JICA－大学間で交された事務手続
の流れ
時 期 事項（主たる担当組織)
2009年４月 企画書提出（大学）
５月 企画書の審査・研修受託団体の決定（JICA）
６月 募集要項（General Information）作成（JICA，
大学）
研修員の募集開始（JICAマレーシア）
８月 実施計画，見積もりの提出（大学）
９月 応募書類の受領と選考（JICA，大学）
契約締結（大学，JICA）
10月 研修の実施（大学）
11月 業務報告書・経費精算報告書の提出（大学）
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シアで現地政府を通し研修員の募集が開始される．
プログラム確定に向けた調整が，準備委員会の大きな
役割の一つであった．受け入れが決定すると速やかに，
準備委員会は研修内容を組み立てるために精力的に活動
を開始した．
研修を計画するに当たっては，できるだけ現場を見る
ような機会を設けたい，という準備委員会の方針があっ
た．そのため，事業の日程が既に決まっている，札幌市
の予防接種事業などとの調整をまず開始した．
ところでこの年の６月には，日本全国では，新型イン
フルエンザが流行しており，公共機関においても計画さ
れた事業が中止されたり延期されたりしていた．中止さ
れない事業でも，利用者の自粛により通常とは異なる動
きがみられた．研修の行われる10月頃がインフルエンザ
流行のピークとも言われており，将来的な予測が困難な
状況であった．今回の感染症対策の研修の依頼先は，そ
れらインフルエンザの流行の影響を直接受けた部署が多
く，通常業務外である本研修に対し協力を依頼すること
には困難があった．
しかも今回の研修の依頼先は，医療機関や保健セン
ター等である．プライバシー保護の観点から，一般市民
である利用者の協力を得て見学させていただくために，
見学先施設は大変な労力を使うことになる．今回は，研
修員の人数が多いこともあり，調整は容易ではなかった．
施設を２箇所確保して２グループに分けて見学したり，
ひとつの施設でも２つのグループに分けて，半分の研修
員は待機するような体制を考えたりした．準備委員と施
設とで，利用者に負担の少ない方法を検討した．
⑵ 交流プログラムの計画
国外での研修においては，異文化交流も重要な要素の
ひとつであると考える．「マレーシアの文化を理解する」
ことと「国境のない感染症の理解を深める」ことを目的
に，本学学生と研修生との２件の交流プログラムを計画
した．
ひとつは宿泊研修であり，文化の日の祝日を利用して，
本学看護学部学生と研修員とで行う研修である．もう１
件は，土曜日午前中に市民との交流を計画した．これは，
看護学部学生だけではなく，本学デザイン学部学生や，
札幌市立の高校の生徒を参加者とするような企画であ
る．内容の検討，会場の確保，参加者募集の手順など，
必要な事項をひとつずつ検討し確定した．
⑶ ウェルカムパーティの準備
ウェルカムパーティは，学生たちにも協力を依頼し，
歓迎の気持を表現したいと考えた．研修初日には，本学
のYOSAKOIソーラン部「真花（まなか）」の演舞と，茶
道サークル「Cha部」の茶道を披露してもらうよう調整
を進めた．
３）契約締結まで
契約の締結に必要なのは，研修の実施計画と経費の見
積もりである．予算を見積もるためには当然，計画細部
にわたる決定が必要である．札幌市関係，大学の実習施
設等を中心に，見学や講義を依頼し，８月上旬ごろまで
に殆どの部分の内諾を得た．最終的に，講義・演習17件，
施設見学４件，宿泊研修などの交流プログラム２件と
なった．また，研修２日目には札幌市長の表敬訪問も組
むことができた（表２）．
JICAと大学の契約締結は，研修開始の約１ヶ月前を
目処に行われる．それに向けて，計画細部の検討を繰り
返し，予算案が策定できる程度にまで具体化した．
４）研修員決定から研修まで
⑴ 研修実施決定まで
JICAマレーシアでの応募の締め切りが８月末日であ
るため，９月の第１週には，人数等の通知がある予定で
あった．宿泊研修で使用する部屋数は，人数と性別が不
明な状態では確定できない．研修員の背景（看護師が何
人なのか，他の職種がいるのかどうかなど）は，講師の
先生にもお伝えしなければならない．研修準備の段階か
ら，研修員の決定は準備に必要な事項であった．９月上
旬は，研修員の決定に向けて緊急に検討が必要な事態が
あることも予測し，準備委員は連絡体制を強化して，研
修員名簿の到着を待った．
そのような９月のある日，JICA札幌の担当者より電
話があった．「マレーシアでも新型インフルエンザが大流
行中で，現場はその対応で混乱を極めている．そのため，
研修の対象となる若手の医療従事者を研修に行かせる余
裕がない．当初の締め切りであった８月末には，２名の
応募しかなかった．JICAマレーシアでは締め切りを９
月18日まで延長し募集を進めるが，万が一応募が７名に
満たない場合には，研修自体が中止になる」とのことで
あった．研修が中止となった場合には，大学と JICAとの
契約も当然締結されず，研修準備にかかった費用が
JICAから支払われないことになる．また，ようやく依頼
した施設や外部講師へは，再度アポイントをとり，事情
を説明しお詫びをしながら中止を通知することになる．
新型インフルエンザの流行が，研修準備に重大な影響を
及ぼした．
しかし，研修を実施する予定の10月は大学の通常業務
の多忙な時期である．研修が中止になる可能性があると
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いう状況であっても，この時期に，翌月の研修の準備を
保留にはできない．経費のかかる準備を後回しにしなが
らも，必要な教材等のリストアップと購入方法の調査，
講師からの講義概要の収集など具体的な準備を進めた．
この頃には通訳派遣など，外部業者との交渉も多かった
が，インフルエンザによるキャンセルもありえるとの説
明をしながらの仕事となった．
準備委員である教職員は，研修に関する業務と通常業
務との調整に苦慮した．通常業務を優先すれば，研修準
備の仕事は時間外での作業となる．研修実施の見通しが
得られるまでは経費の執行ができず，それが更に業務を
煩雑にし，この頃の業務負担は小さくなかった．研修が
実現することだけを期待しつつ，準備委員はそれぞれに
作業を進めた．
⑵ 研修員決定まで
９月18日，JICAマレーシアや現地政府の努力によ
り，12名の研修員が決まったという連絡があり，研修中
止という最悪の事態は回避することができた．マレーシ
アからの研修員予定者は，医師３名，看護師９名の12名
であった．医師の一人が男性で，あとの11名が女性であ
り，年齢は全員が20代後半から30代前半である．
2009JICA青年研修（マレーシア・感染症対策）受託報告
表2 研修プログラム
月 日 時間 内 容 場 所
AM 開講式・オリエンテーション
１ 10/28(水)
PM
「CDCガイドラインに基づく感染症対策」
「ワクチンで防ぐことのできる感染症―?日本での最新情報」
札幌市立大学
大学内案内／ウェルカムパーティ
市長表敬訪問 札幌市庁舎
AM
「北海道の感染症対策の方針」 サテライトキャンパス
２ 10/29(木)
PM
「戦略的マネジメントと５Ｓの原則を用いた継続的質改善」
「学校保健における感染症対策の現状と課題」
札幌市立大学
AM 札幌市立山鼻南小学校／札幌市立柏中学校見学 各学校
３ 10/30(金)
PM
「札幌市の感染症対策の現状」
「札幌市の予防接種の実際」
札幌市立大学
４ 10/31(土) AM 青少年意見交換会 サテライトキャンパス
５ 11/1(日) 終日 自主研修 研修生宿泊所
「感染症病棟の設置運営について」 札幌市立大学
AM
感染症外来・感染症病棟見学 市立札幌病院
６ 11/2(月) 「主要な口腔感染症とその予防策」 北海道大学
PM
「Global Issueとしての感染症とその対策」 札幌市立大学
宿泊研修 北海道青少年会館
７ 11/3(火)
AM 「感染症とがん―マレーシアと日本の比較から―」 札幌市立大学
８
11/4(水) 「結核との闘い―結核の現況とストップTB戦略」
PM 結核予防会北海道支部
施設および健診見学
AM 施設及び乳幼児予防接種事業見学
札幌市手稲区保健福祉
部健康・こども課
９ 11/5(木) 「夜間急病センターの変遷」
PM
社団法人札幌市医師会
夜間急病センター夜間急病センター見学
10 11/6(金)
AM
看護系大学における感染症対策の現状と課題
「学生生活における感染症予防」
「感染症対策：大学における教育内容とその教授法」
「臨地看護学実習における感染症予防」
札幌市立大学
PM 医療廃棄物工場見学 ㈱リプロワーク
11 11/7(土) 終日
自主研修・評価会準備等 研修生宿泊所
12 11/8(日) 終日
AM-PM ライティングスキルワークショップ
13 11/9(月） 札幌市立大学
PM フェアウェルパーティ
14 11/10(火） AM アクションプラン発表・評価会・閉講式 JICA札幌
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この段階までは私たちの関心の中心はプログラムで
あったのに対し，ここに来て急に「研修員」という人た
ちを意識することができ，準備の段階が少し進んだこと
を感じた．９月末に JICAより写真入りの研修応募者情
報が手渡された．
⑶ 研修員来日
10月26日，JICA札幌より研修員来日の連絡があっ
た．研修員達が JICA札幌でオリエンテーションを受け
ている写真が添付されてきた．この写真は「研修員来
日?」として学内に掲示され，準備に関わった教職員以
外にも知らされた．
そのときは，開講式の準備で忙しく，準備委員間で話
をする機会はなかったが，後で聞くと，何人かはこの写
真を見て，研修の成功を予感したという．研修員の清潔
で健康な印象や，人の良さそうなリラックスした表情が，
そのような予感を抱かせたのだ．そして，それら第一印
象は，研修員たちの実際と大きく外れてはいなかったの
である．
３．研修実施段階
１）研修開始
10月28日の朝，開講式およびオリエンテーションで
の研修員の第一印象は，「反応が良い」ということであっ
た．笑顔やうなずきなどにより，担当者の慣れない英語
が通じていることがわかり，気持が通じるような気がし
た．
研修初日には，本学学生たちが大活躍であった．英語
での簡単な説明をしてYOSAKOIの演舞と茶道を披露
してくれた．ウェルカムパーティには，上記２団体の学
生たちが，それぞれ演舞の衣装と和服で参加したので，
パーティは大変盛り上がり，研修員は写真をたくさん
とっていた（写真１）．研修員はほとんどが女性であった
こともあり，和服には興味津々であった．
YOSAKOIおよび茶道による歓迎も喜んでいただき，
ウェルカムパーティが無事に終わった．開講式を迎える
までの苦労が並大抵ではなかったために，楽しそうに参
加してくれる研修員達の様子に関係者は本当に安堵し
た．
また，開講式の次の日には，札幌市長を表敬訪問し，
研修員代表が研修参加の抱負を述べた（写真２）．この様
子は各新聞で写真入で報道されたため，研修期間中あち
こちで「新聞に載っていた皆さんですね」などと声を掛
けられた．
２）青少年意見交換会
本学での研修が開始され４日目の10月31日（土）は，
本学のサテライトキャンパスにおいて青少年意見交換会
を行った（写真3－4）．「マレーシアのことを聞いてみよ
う」と副題をつけたこの事業の参加者は，研修員12名の
他，看護学部学生を中心に，デザイン学部学生，他大学
学生，高校生など，青少年20名と教員など数名であった．
内容としては，前半のプレゼンテーションは，研修員
代表からは「マレーシアの生活」，日本人側からは，高校
写真1 ウェルカムパーティ
写真2 札幌市長表敬訪問
上田文雄札幌市長（写真中央）と研修員
写真3 青少年意見交換会で挨拶する中村惠子副学長
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生の「海外研修で感じたこと，学んだこと」と，青年海
外協力隊の経験のある看護学部学生による「ドミニカ共
和国での活動」という３件であった．どれも参加者の関
心を強く惹く楽しい発表であったが，特に高校生のプレ
ゼンテーションは，社会に対する問題意識の鋭さ，高い
語学力を備えた堂々とした発表であり印象的であった．
後半のグループワークでは，研修員２－３名と日本の
青少年４－５名で，６－７名のグループを形成した．各
グループに通訳を配置し，マレーシアや日本の生活につ
いて質問や意見交換を行った．
グループワークでは，実に様々な会話がされた．「マ
レーシアは多民族国家なので，（日本人でも）看護師とし
て働けます」「タミフルの副作用は，マレーシアでは聞い
たことがない」など，医療事情に関することや，「ニン
ジャ」「スモウ」など，研修員の日本についての関心事が
話し合われ，その他，学生が研修員に日本語を教えたり
する光景も見られた．どのグループも楽しそうで，計画
した１時間弱は，あっという間に経過した．
４．研修準備上の留意点
研修を受託する立場では，配慮の必要な事項が様々に
あった．それらについてどのように考え，対処したかを
紹介する．
１）安全対策
今回は，JICA札幌の宿泊施設が満員だったので，
JICAの契約ホテルの中から宿泊先を選定した．研修員
は，研修中はマイクロバスで全員一度に移動する．大学
へのアプローチがよく，バスを停めやすいホテルを選ん
だ．
２）健康
研修員は，本国の勤務先では集中的に仕事をこなして
から研修に参加するので，移動の疲れや気候の違いなど
から，体調を崩すこともあると聞く．JICAのシステムに
よると，研修期間中，研修員が具合が悪くなった場合は，
JICA札幌のメディカルルームが状況を判断し，担当者
が同行して市内の病院で受診させるとのことである．ま
た研修員は期間中 JICAより支給される「メディカル
カード」を常に携行し，診療代の支払い手続きなども
JICAを通すようになっている．
今回は，インフルエンザが日本中で流行っている時期
での研修であった．札幌市内でも，小中学校を中心に学
校閉鎖が相次いでいた．本学がインフルエンザのために
学校閉鎖になった際には研修の実施は可能なのか，など
の不安が準備段階にはあった．見学先施設の担当者も含
め，関係者は，研修員の健康状態をとても心配していた
が，研修期間中，研修員は全員が毎日元気で，期間中，
咳ひとつ聞く事も無かった．
３）控え室
研修期間中，控え室２室を固定した．食費は JICAから
支給される生活費に含まれるので，研修員は，スーパー
やコンビニで昼食を各自で買って控え室で食べることが
多かった．
何人かは昼食後，礼拝をしていた．この点において，
食事や休憩に使用する１室とは別に，静かな部屋があっ
たことはよかったのではないか，と思われる．
４）その他のトラブル
外国人の研修受託するにあたり，準備に関わった教職
員は，トラブルが発生した時には柔軟に対応しよう，と
いう気持ちで研修を迎えた．大学としては特に，研修実
施によって学生に負担のかかることは避けなければなら
ない．研修初日には，トイレや給湯室まで一緒に行き，
不便はないかなどを観察したが，問題になる事態は何も
無かった．
研修中，集合時間の遅刻も皆無であった．移動予定時
間より早く集合している．「遅刻しないようにがんばって
います」「時間通り集合するなど当たり前」とのことで
あった．名札の着用を求められる施設が多かったが，名
札の不携行も無かった．遅刻やトラブルが無いため，研
修は細部にわたるまで計画通りに進行し，予定通りの成
果を持ち帰っていただけたと思う．
５．研修終了後
１）研修成果のまとめ
JICA札幌における成果報告会では，今回の研修で学
写真4 青少年意見交換会 グループワーク
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んだことや，それらを本国でどのように活かすかが活動
計画（action plan）として発表された．研修で学んだこ
ととしては，「最小の投入で最大の効果をあげており，し
かも継続的に発展している日本の感染管理の組織的なマ
ネジメント」等であった．効果的な感染症対策のため帰
国後それぞれの職場で導入したい事項としては，「抗生剤
や防具を適切に使用したい」「関連職種間の情報共有と
コーディネーションを行いたい」などがあげられた．さ
らに，日本の小児保健のシステムの見学を通し，学童や
保護者など国民を啓蒙し感染予防に参加させることの重
要性を学んだ，と述べた．
また研修員代表より口頭で，「今回の研修では多くを学
んだ．感染症だけではなく，日本人の働く姿勢の素晴ら
しさや微笑の中の誠実さも学んだ．研修の成果を持ち帰
り，マレーシアの状況を分析し，時間はかかるかもしれ
ないが新しい課題に取り組みたい．わが国の国民に最良
のサービスを提供するよう努力します」と，今後の抱負
と共に，研修に関わった全ての人への感謝が述べられた．
２）研修員による研修の評価
研修員による研修の評価では，「大変期待充足された」
または「おおよそ期待充足された」と12名中８名が回答
した．研修プログラム中，最も有益であった研修項目は，
「学校保健における感染症対策」（７名），「感染症とがん」
（３名），「戦略的マネジメントと５Ｓの原則を用いた継続
的質改善」（３名）であった．
自由記述では，「感染症対策の知識のみならず日本文化
を知る機会を得ることができ，素晴らしいプログラムで
満足している」「日本文化を学び，勤勉な日本人を見るこ
とができ，私はとても幸運な人間である」と，今回の研
修についての感想が述べられた．
研修員のひとりが，「日本のお茶の苦い味や，浴衣の帯
の苦しい感じは，見ただけではわからないことだった．
ここまで経験できて，本当によかった」と語った（写真
５）．
受け入れ機関の研修運営管理については，全員が５点
（最高点）と回答し，研修員の満足感が確認された．
３）講師や学生など関係者の感想
研修員は，どの講義も関心をもって聞き，講義や施設
見学において研修内容に関連した適確な質問を毎回行っ
た．学外の講師からは，「マレーシアの皆さんは優秀で知
識があり，経験豊富な方たちでした．質問するとすぐに
回答が返ってきて，楽しく講義できました」などの感想
があった．
交流プログラムに参加した学生たちは，「日本のことを
聞かれて説明できないときがあった．自国のことを知っ
ていなくてはいけないのだとわかった」など，直接異文
化に接触した体験から得られる気づきがあった．宿泊研
修に参加し，研修員と寝食をともにした学生のひとりは，
「言葉はぜんぜんできなかったけど，午前１時ごろまで部
屋で話し込んだ．スマトラ地震の緊急援助に行ったとき
の写真をPCで見せてくれて，その時は衝撃的であった
けど，それを含め良い経験だった」と語った．その学生
はまた「１年生のときから外国の方と交流がしたいと
思っていた．新聞では，大学が中国と提携したことが報
道されても，学生には機会がないようだとあきらめてい
た．だから今回ポスターを見て，うれしくてすぐに申し
込んだ」と語った．
４）準備委員の感想
ある準備委員は，「研修員に充実した学びを，そして楽
しい時間を過ごして欲しい……その一念で連日遅くまで
作業をした．研修員達が JICA札幌でオリエンテーショ
ンを受けている写真を初めて見た時は，当然ながら見知
らぬ人々であったが，本学での全プログラムを終了し，
走り去るバスをお見送りする時には，まるで馴染みの友
人との別れであるかのような切ない思いがした．このこ
とは，まさに本プログラムの成功を象徴していると思わ
れる．非常に大変であったけれども，それだけに，研修
を無事終えたとき，体験したすべてが忘れがたい経験と
なった」と感想を述べた．
また，青少年意見交換会運営を担当した委員は，「アジ
ア圏の研修生と接することで，普段意識することのない
母国の文化を居ながらにして意識する機会となり，民
族・人種の類似性・多様さ，世界の広さを感じることが
できた．また，高校生や他大学・学部の学生との連絡調
整により視野と人脈が広まった．委員として参加するこ
とは，非常に有意義であった」と述べた．
写真5 研修生の茶道体験
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６．おわりに
今回の研修員は，まさにマレーシアの将来の国づくり
を担う人材であったと思う．その方たちの研修を受託で
きたことは，大学として誇るべきことであるし，研修最
終日に，研修員の研修に対する満足が聞かれたことは，
準備に携わった教職員にとって，とてもうれしいことで
あった．が，研修の本当の成果は，帰国した元研修員達
が，それぞれの職場で提供するサービスの改善により評
価されるものである．現場の業務での，小さな改革を継
続することを期待したい．
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